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全国で準優勝！
３月14日（月）　市長室

いわて国体２位入賞報告

いわて国体準優勝を報告する船坂友希さん（右）

　２月20 日から２月23日まで岩手県八幡平市で開かれた
「いわて国体」の冬季大会スキー競技（ジャイアントスラロー
ム競技（成年女子Ｂ））に出場し、準優勝に輝いた神岡町出身
の船坂友希さん（25）が３月14日、都竹市長を訪問し入賞の
報告をしました。
　今大会には54人が出場し、49人が完走。日本のトッププ
レイヤーも参加する中見事２位に入賞しました。　都竹市長
は「仕事がありトレーニングすることは大変なことですが、引
き続き後進の育成も含め頑張ってほしい」と話し、船坂さんは
「２位に入賞できたので、来年も頑張ります」と話しました。

人権の花運動
３月９日（水）　古川小学校

えごまの栽培を増やそう
３月11日（金） 市役所

えごまフォーラム

古川小学校で人権推進校感謝状贈呈式

感謝状を受け取る児童代表の６年生上畑ほのかさん

講師の話を熱心に聞く参加者

　飛系えごま出荷組合は３月11日、市と共催で「えごま
フォーラム」を市役所で開きました。
　えごまは健康ブームの波に乗り、需要が多く、全国的に品
薄状態です。市内で栽培されたえごまも高値で売買されてお
り、関連商品も売り切れが続いています。そこで今回、市内
で栽培をする人を増やすことを目的に呼びかけました。
　えごまの栽培に興味がある88人が参加し、中山間農業研
究所の職員からえごまの特徴や栽培方法等を、出荷組合か
らその取り組みや出荷方法について熱心に聞いていました。

　飛騨地区の人権推進校に指定されている古川小学校で３
月９日、人権推進校感謝状贈呈式（岐阜地方法務局高山支
局主催）が行われました。
　同校の福祉栽培委員の５、６年生19人と、隣接する飛騨吉
城特別支援学校の児童５人の計24人が昨年４月からヒマワ
リやナデシコなどをプランターで育ててきました。
　この日は、同局高山支局の味藤幸司局長や市人権擁護委
員らが訪問し、感謝状と記念品が贈呈され、収穫されたヒマ
ワリの種は、菅田小学校（下呂市金山町）に引き継がれま
す。

長寿を祝う
３月14日（月）　古川町金森町

田近キヨさん100歳

100歳おめでとうございます。田近キヨさん（中央）

　古川町の田近キヨさんが100歳を迎えられました。
　谷澤市民福祉部長からお祝いと花束を渡されると「ありが
とうございます」と受け取られました。
　長生きの秘訣を聞くと「牛はいつまでも寝ていないと言う
母親の言葉を信念にしている。何があってもすぐ起きて、負け
ないという強い気持ちを持っていることです」と話しました。
　田近さんは、河合町保の出身で、若い頃に大変苦労しまし
たが、衣料品店を一人で80歳過ぎまで元気に営んでいたそう
です。

４

重
平成28年度の

所属・会計別の主な事業の概要と
予算額を紹介します

点 事 業

 ●総務部 

ふるさと創生事業基金積立金……………1億5,000万円
がんばれふるさと応援寄附金（ふるさと納税）を一旦基金
に積み立て、翌年度以降の事業財源として有効活用

地域密着型人材育成研修事業 ………………1,000万円
階層別・専門研修を充実し、住民から信頼される職員を育成

県防災情報システム整備事業負担金 ………1,200万円
岐阜県が行う防災情報システム整備に対する市町村負担金

税務GIS航空写真撮影事業……………………1,580万円
税務GIS等に用いる市内全域の航空写真撮影・図化業務

 ●市民福祉部

和光園再整備事業 ……………………………4,464万円
養護老人ホーム和光園の再整備に向けた設計・用地購入

老人福祉施設整備補助金 ……………………4,109万円
民間の小規模多機能型居宅介護事業所（ホームヘルプ、デイサー
ビス、ショートステイを兼ね備えた施設）整備に対する補助

介護支援手当交付金 …………………………2,640万円
高齢者の在宅介護を行う家族に対する支援手当

臨時福祉給付金 ………………………………2,886万円
消費税引上げに伴う低所得者支援制度（国10/10負担）

保育所施設整備事業 …………………………2,304万円
増島保育園の完全自園給食化に向けた調理室改修工事

 ●環境水道部 

ごみ分別冊子製作事業 …………………………200万円
ごみの分け方・出し方を分かりやすく説明した小冊子を配布

みずほクリーンセンター長寿命化計画策定 …700万円
し尿処理施設の長寿命化を見据えた補修計画を策定

 ●農林部 

収入減少緩和対策交付金 ……………………1,400万円
とも補償制度の終了に伴う転作農家に対する減収緩和措置

元気な農業産地構造改革支援事業補助金………………
（新規就農者）1,802万円、（担い手農家）1,332万円
新規就農者等が行う機械・設備の導入を支援

畜産担い手育成総合整備事業……………1億3,902万円
県農畜産公社による草地・畜舎等の総合整備事業

里山林整備事業 ………………………………1,722万円
ぎふ森林・環境基金等を活用した里山林の間伐整備など

 ●企画部

地域おこし協力隊活用事業 …………………1,199万円
３名の協力隊員を任用し、地域活性化の支援に取り組む

旧神岡鉄道構造物補修事業 …………………2,100万円
神岡町市街地における橋梁・トンネルの安全対策工事

ふるさと応援寄附金返礼品 …………………7,500万円
市内事業者からの公募制度により多様な地元特産品を提供

 ●商工観光部

古川祭映像制作事業 …………………………1,000万円
飛騨古川まつり会館で放映する古川祭映像の刷新に向けた予
備撮影を実施
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１年間の財産と未来への希望
３月17日（木）　山之村小中学校

山之村小中学校で山っ子学習発表会

想いを込めて発表する児童生徒たち

　山之村小中学校の全児童生徒８人は、一年間の学校生
活で学んだことや体験の振り返りなどの思いを語る「山っ
子学習発表会」を開きました。
　同校は本年度、小学生・中学生の卒業生がいないため卒
業式がありませんでした。
　この学習会は、卒業式の代わりに何か残るイベントとし
て企画され、地域の住民約40人が授業を参観し、発表し
た児童生徒８人のスピーチなどに耳を傾けていました。
　スピーチでは「新１年生にいろいろ教えてあげたい」「顔
を向けてあいさつできるようになりました」など、一年間の
成長や、新学期に向けての目標など順番に話しました。

飛騨市を全国にＰＲ
３月23日（水）　市役所

飛騨市ラッピングバスのお披露目式

ラッピングバスの前でテープカットをする関係者

　市では、飛騨市を県内外に広くＰＲするためのラッピング
バスのお披露目式を行いました。
　ラッピングは、濃飛乗合自動車 (株 )で運行する高速バス
１台に施され、車体には古川祭やレールマウンテンバイクなど
の写真がラッピングされています。
　バスは、４月１日から１年間、高山バスセンター発着の高速
路線（名古屋・東京・大阪）を走行します。
　市長は「濃飛バスのご厚意もあり、ラッピングバスを走らせ
ることができます。各地でＰＲして、観光客の誘客につなげた
い」と話しました。

そしゃそやぞ
３月21日（月）　飛騨市文化交流センター

ビジョンセッション2015最終報告会

１年間のまとめを発表する若者受賞の報告に訪れた清水さん（右から２人目）

若手農業者が一致団結
３月23日（水）　市長室

JA青年の主張全国大会最優秀賞受賞報告

　２月17日に東京で行われた第62回ＪＡ全国青年大会の青
年の主張でＪＡひだ青年部として発表した清水琢也さんが最
優秀賞を受賞し、市長に報告されました。
　「超限界集落の中心で、魅力ある農業をさけぶ」と題して、
山之村での農業を通じて過疎化への不安と新たに発見した
自慢と魅力について発表しました。
　清水さんは「今回の発表は、一人でやったわけでなく、たか
はらの出荷組合のみんなと語ったり、文章を直したり、発表
の練習をして受賞に繋がりました。仲間みんなで勝ち取った
賞です。仲間に恵まれてよかったです」と語りました。

　飛騨市まちづくり協議会主催の「ビジョンセッション最終
報告会」が開催されました。
　ビジョンセッションとは、飛騨市で目指したい将来像と、そ
こに到達するための取り組み例などを市内の若者有志が５つ
のテーマ毎に議論し、まとめる事業です。
　今回の報告会では、多くの市民が市の将来を考え、「自分ご
と」として行動することを願い、飛騨の匠の技術伝承を目指し
た三寺まいりでの大工体験イベントや、飛騨の食を一品ずつ
持ち寄って学び合う食事会など、自主的な実践を紹介しなが
ら、若者代表が１年間の議論のまとめを発表しました。
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■
骨
格
予
算
の
編
成

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。本

来
、当
初
予
算
は
当
該
年
度
の
全
て
の

歳
入
・
歳
出
を
も
っ
て
編
成
す
る
も

の
で
す
が
、２
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選

挙
の
関
係
上
、新
市
長
就
任
か
ら
予
算

の
議
会
提
出
ま
で
に
政
策
判
断
を
行

う
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、必

要
最
小
限
の
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、骨
格
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
、扶
助

費
、公
債
費

②
政
策
経
費
の
う
ち
国
や
県
の
補
助

を
受
け
る
も
の
な
ど
継
続
的
な
事
業

③
年
度
当
初
か
ら
開
始
し
な
い
と
　

予
算
執
行
に
支
障
を
き
た
す
事
業

■
予
算
の
規
模

　
一
般
会
計
は
、骨
格
予
算
編
成
と
し

た
こ
と
に
加
え
、前
年
度
に
防
災
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
や
振
興
事
務
所
整
備

な
ど
の
大
型
ハ
ー
ド
事
業
を
実
施
し

た
反
動
か
ら
、前
年
度
比
10
億
7
千
万

円
減
の
1
6
5
億
5
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、下
水
道
整
備
事
業
の

減
少
や
簡
易
水
道
事
業
の
廃
止（
企
業

会
計
へ
移
行
）に
よ
り
、
3
億
8
千
2

百
万
円
減
の
84
億
5
千
6
百
万
円
。

　
企
業
会
計
は
、簡
易
水
道
事
業
を
上

水
道
と
統
合
す
る
と
と
も
に
、水
源
地

の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
み
、2
億
2
千

万
円
余
り
増
の
27
億
4
千
88
万
円
。

　
全
会
計
の
予
算
総
額
は
2
7
7
億

4
千
6
8
8
万
円
と
な
り
、過
去
３
番

目
に
小
さ
な
予
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

予算額会計区分・会計名

 

■
肉
付
け
予
算
に
向
け
て

　
新
た
な
市
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
の
政
策
的
経
費
や
新
規
事
業
に
要

す
る
経
費
（
肉
付
け
予
算
）
は
６
月

議
会
に
改
め
て
提
出
す
る
予
定
で

す
。

　
肉
付
け
予
算
編
成
で
は
、
市
内
各

地
域
・
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
幅

広
く
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　「
融
和
と
対
話
」「
交
流
と
連
携
」

「
挑
戦
と
前
進
」
の
３
つ
の
基
本
姿

勢
に
立
ち
、「
元
気
で
あ
ん
き
な
、

誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
飛
騨
市
」

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　
市
税
は
地
価
の
下
落
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
少
傾
向
が
続
く
も
の

の
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
つ

つ
あ
り
、
前
年
度
か
ら
微
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
合
併
特
例

加
算
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

国
の
地
方
財
政
計
画
や
算
定
方
法
の

見
直
し
方
針
等
を
勘
案
し
前
年
度
と

同
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
国
庫
・
県
支
出
金
や
負
担
金
等
の

特
定
財
源
を
除
い
た
財
源
不
足
額

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
お
よ

び
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
補
わ
れ
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出
の
状
況

　
骨
格
予
算
編
成
に
伴
い
、
基
本
的

に
新
規
事
業
は
計
上
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
重

要
事
業
は
し
っ
か
り
と
継
続
で
き
る

よ
う
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

▽
議
会
費

　
議
場
等
の
音
響
設
備
の
老
朽
化
に

伴
い
、
音
響
・
映
像
シ
ス
テ
ム
を
全

面
的
に
更
新
し
ま
す
。

▽
総
務
費

　
が
ん
ば
れ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
好
調
を
受

け
、
寄
附
金
同
額
を
基
金
に
積
み
立

て
る
と
と
も
に
、
返
礼
品
購
入
に
要

す
る
費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼

さ
れ
る
職
員
の
育
成
を
目
指
し
研
修

事
業
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
旧
神
岡

鉄
道
構
造
物
の
安
全
対
策
と
し
て
、

神
岡
町
市
街
地
に
お
け
る
橋
梁
・
ト

ン
ネ
ル
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
民
生
費

　
高
齢
者
福
祉
分
野
で
は
、
老
朽
化

が
進
む
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園
の

再
整
備
に
向
け
た
設
計
費
等
の
ほ

か
、
民
間
に
よ
る
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
（
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
）
の
整
備
に
か
か
る
補
助
金

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
児
童
福
祉
分
野
で
は
、
増
島
保
育

園
の
調
理
室
改
修
工
事
を
計
上
し
、

完
全
自
園
給
食
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

▽
衛
生
費

　
み
ず
ほ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し

尿
処
理
施
設
）
の
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
、
衛
生
施
設
の
予
防
的
保
全

に
努
め
ま
す
。

▽
農
林
水
産
業
費

　
新
規
就
農
者
及
び
担
い
手
農
家
に

対
す
る
設
備
導
入
等
の
支
援
に
加

え
、
県
農
畜
産
公
社
を
主
体
と
し
た

畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
費

（
草
地
・
畜
舎
整
備
等
）
、
里
山
林

整
備
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

▽
商
工
費

　
今
秋
に
予
定
さ
れ
る
「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
」
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化

遺
産
登
録
を
控
え
、
新
た
な
古
川
祭

の
映
像
制
作
に
向
け
た
予
備
撮
影
経

費
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
外
国
人
旅

行
客
に
か
か
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▽
土
木
費

　
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

市
道
の
改
良
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
、

公
共
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

▽
消
防
費

　
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
や
消

防
器
具
庫
の
移
転
整
備
な
ど
を
行

い
、
消
防
力
の
維
持
・
強
化
に
努
め

ま
す
。

▽
教
育
費

　
学
校
教
育
分
野
で
は
、
小
中
学
校

の
体
育
館
に
お
け
る
非
構
造
部
材
の

耐
震
補
強
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
教
育
分
野
で
は
、
６
月
に
予

定
す
る
神
岡
図
書
館
の
移
転
オ
ー
プ

ン
に
合
わ
せ
て
、
蔵
書
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
所
属
・
会

計
別
に
平
成
28
年
度
の
主
要
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

●一般会計歳入

一般会計

特別会計

企業会計

総　　額

会計区分 予算額 増減率

２

平成28年度 飛騨市の予算
165億5,000万円

84億5,600万円

27億4,088万円

277億4,688万円

△6.1%

△4.3%

9.1%

△4.2%

　市議会３月定例会において、平成28年度当初予算が
可決されました。
　一般会計、特別会計及び企業会計の総額は 277 億
4,688万円（前年度比△12億 2,424万円、△4.2％）とな
り、前年度に振興事務所整備などの大型ハード事業を
実施した反動から予算規模が大きく減少しています。
　また、今回の当初予算は新市長の就任直後に議会に
提出する必要があり、人件費など固定的な経費や前年
度からの継続事業を中心に編成する「骨格予算」として
います。
　今後、市民の皆さんとの対話を重ねながら、新たな市
政運営の実現に向けた政策的経費（肉付け予算）を編成
し、６月議会に改めて提出する予定です。

●特別会計・企業会計予算

特別会計 84億5,600万円
 国民健康保険
 後期高齢者医療
 介護保険
 公共下水道事業
 特定環境保全公共下水道事業
 農村下水道事業
 個別排水処理施設事業
 下水道汚泥処理事業
 駐車場事業
 情報施設
 給食費

企業会計
 水道事業
 国民健康保険病院事業

 31億9,440万円
3億7,650万円

31億1,400万円
9億1,400万円
1億8,500万円
3億1,800万円

1,750万円
1億5,900万円

600万円
1億3,500万円

3,660万円
27億4,088万円

7億7,405万円
19億6,684万円

※表・グラフはそれぞれ万円・百万円単位で表示しているため、計数が一致しないことがあります
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３月28日（月）　アルプス薬品工業(株)

消防車両購入に係る寄付金贈呈式

感謝状を受け取る牛丸代表取締役社長（前列右から３人目）

試験運転が始まった大型低温重力波望遠鏡「ＫＡＧＲＡ（かぐら）」のコントロールルーム

古川祭が芸術文化で評価地元の防災に貢献
３月24日（木）　市長室

平成27年度岐阜県芸術文化顕彰受賞報告会

　３月23日岐阜市で行われた「平成 27年度岐阜県芸術文
化顕彰及び奨励表彰式」で、顕彰特別賞を受賞した古川祭保
存会の役員が市役所を訪れ、その喜びを市長に報告しまし
た。
　この顕彰は、県の芸術文化の振興を図ることが目的で、今
年度の顕彰は２名、４団体が受賞しました。
　同保存会の駒会長代行は「みんなで祭を大事にしてきたか
ら顕彰を受けることができた。祭行事を芸術文化として認め
られたことがすごいことだと思う。古いしきたりも含めて守っ
ていきたい」と話しました。

受賞の喜びを語る駒会長代行

重力波天文学に貢献
東大で試験観測開始

３月25日（金）　神岡町茂住地内

　アルプス薬品工業（株）は３月28日、消防車両の充実強化
に充ててもらおうと650万円を市に寄付しました。
　この日、都竹市長と市消防本部職員が同社を訪問。牛丸理
社長が都竹市長に目録を手渡しました。
　牛丸社長は「社会貢献の一環として寄付をします。今後も
市で頑張っていきたい」と話しました。
　都竹市長は「消防の現場指揮車を購入し、冬期間や災害時
の対策は万全にします」と述べ、牛丸社長に感謝状を贈りま
した。
　今後市では、平成28年度の予算に計上し、現場指揮車両
の購入を予定しています。

　東京大学宇宙線研究所重力波推進室では３月 25 日、梶田隆章先生がノーベル物理学賞を受賞したスーパーカミオカンデがある
神岡町茂住で、世界中から注目されている「重力波」の観測装置「ＫＡＧＲＡ」の試験観測を開始しました。
　重力波とは、空間の歪みが振動となって伝わる現象で、アインシュタインが100年前にその存在を予言していました。
　試験観測は３月31日までと４月25日までの２回に分けて行われ、観測は同推進室内の制御室で３交代の24 時間体制でデータ
の確認を行います。
　同室の宮川治助教は「今後は装置のアップグレードを行い、重力波を捕えて世界の干渉計に匹敵するような観測装置にしていき
たい」と意気込みを話しました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


